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研究要旨：成人 T 細胞白血病･リンパ腫（Adult-T-cell Leukemia-Lymphoma; ATL）は

レトロウイルスの HTLV-1 が病因の単一疾患であり、西南日本沿岸部出身者に多く、難

治性でかつ多様な臨床病態をとる。ATL の予後予測と治療法の選択には、その自然史

によって作成された臨床病型分類が有用とされるが、その予後は他の造血器腫瘍よりも

不良であり、HTLV-1 感染者における ATL 発症予防法は全く開発されていない。本分

担研究では、平成 25 年度までの H23－がん臨床－一般－022（ATL の診療実態・指針

の分析による診療体制の整備に関する研究）班で行った ATL の病型分類見直し、血液

内科と皮膚科のガイドラインの統合的検討、そして ATL の第 11 次全国調査結果を踏ま

えて ATL 全国調査を継続し、適切な診療体制の整備を目指して、３年間で以下のよう

に研究を行った。 

①11 次 ATL 全国実態調査へ既登録症例の治療法･予後解析：第 11 次調査で集積した

ATL996 名の治療内容と予後を解析するため調査票を発送し、752 名(79%)分を解析で

きた。急性型・リンパ腫型の診断後の 4 年生存割合は、同種造血幹細胞移植施行例、未

施行例ともに過去の報告と比較し改善していた。②第 12 次 ATL 全国実態調査：2012/13

年に発症した ATL 患者の全国調査を開始した。全国がん診療連携拠点病院および都道

府県推薦病院から登録される院内がん登録、日本血液学会血液専門医が常勤医として勤

務している施設および日本血液学会研修施設から登録される血液疾患患者登録、皮膚悪

性腫瘍学会疾患登録参加施設の3つのATL診療データの二次利用が可能となったので、

最終年度に該当する 535 施設へ調査依頼を送付した。この調査では③がん登録情報を

ベースとした Web 登録の導入と、④患者自身の Web 登録による調査参加の導入を検討

した。⑤AMED 難治性疾患実用化研究事業「HTLV-1 陽性難治性疾患の診療の質を高

めるためのエビデンス構築」岡山班との共同研究：第 11 次 ATL 全国実態調査登録患者

の自己免疫疾患合併について追加調査する附随研究を行い、ATL 発症前の自己免疫性

疾患に対する治療法に一定の傾向は見出せなかった。 

 ATL の病態解明、標準治療法開発、診療実態の評価に基づくその整備のために、継

続的な本疾患の全国調査が望まれる。 



 

A. 研究目的 
成人T細胞白血病・リンパ腫（ATL）はヒ

ト T リンパ球向性ウイルスⅠ型(HTLV-1)が
病因の単一疾患であり、難治性でかつ多様な

臨床病態をとる。ATLの予後予測と治療法の

選択には、その自然史によって作成された臨

床病型（Shimoyama M, et al.BJH 1991: 急
性型、リンパ腫型、慢性型、くすぶり型）分

類が有用とされるが、その予後は他の造血器

腫瘍よりも不良であり、HTLV-1 感染者にお

ける ATL 発症予防法は全く開発されていな

い。 
本分担研究では、塚崎が平成25年度まで3

年間研究者代表者をつとめた H23－がん臨

床－一般－022（ATL の診療実態・指針の分

析による診療体制の整備に関する研究）班で

行ったATLの病型分類見直し、血液内科と皮

膚科のガイドラインの統合的検討、そして

ATL の第 11 次全国調査の結果を踏まえて

ATL全国調査を継続し、適切な診療体制の整

備を目指す。 

 
B. 研究方法 
図 1に示した流れで、以下の①から④の研

究を3年間で行うことを当初予定した。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①第11次ATL全国実態調査へ既登録症例の

治療法･予後解析： 
第 11 次調査で 2010/11 年に診断され初診

時情報を集積したATL約1000例の治療内容

と予後を解析する。まず全例の多変量解析に

よる予後因子を解析し、それに基づいて予後

予測モデルを作成する。初期治療法別、即ち

大まかには病型別にも予後予測モデル作成を

試みるとともに、ガイドラインに照らして評

価する。皮膚病変･末梢血病変さらには消化管

病変を含む限局期 ATL を詳細にデータ収集

して解析する。 

 
②第12次ATL全国実態調査： 

2012/13年に発症したATL患者の全国調査

を行う。現在整備されつつあるいくつかのが

ん・血液腫瘍登録制度を活用するために、地

域がん登録、院内がん登録、血液疾患登録に

ついてまず Website 情報などをレビューし、

引き続いてそれぞれの専門家と協議する。今

回は Web 登録で情報収集することを検討し

ている。がん登録体制が進むので③に示すよ

うにそのデータベースも活用して前向き調査

を試みる。また④に示す患者による登録もパ

イロット的に検討する。調査内容は、施設負

担を考慮し、11次調査と同様の初診時のデー

タを主とする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

③がん登録情報をベースとした Web 登録に

よる調査： 
今回からWeb 登録を行うことを検討する。

多くの施設のがん登録体制が進んできたこと

から、予定されているがん登録制度の変更を

受けて、このデータベースを活用しATL患者

情報の収集を試みる。 
 
④患者自身の Web 登録による調査参加の導

入： 
ATL 患者へ自身による調査への参加を呼

びかける。希望する患者の担当医へアプロー

チし、登録を依頼して疾患情報を提供する。

病状からアグレッシブよりもインドレント

ATL患者を予想しているが、実際の情報提供

は担当医による患者診療に影響する可能性が

あるので、慎重にモデル地域を設けてパイロ

ット研究とすることを検討する。 

 
⑤第11次ATL全国実態調査登録患者の自己

免疫疾患合併についての追加調査： 
第 11 次 ATL 全国実態調査結果の 2015 年

の HTLV-1 学会学術集会での発表後の

AMED難治性疾患実用化研究事業「HTLV-1
陽性難治性疾患の診療の質を高めるためのエ

ビデンス構築」岡山班からの申し出を受けて、

共同研究として、第11次ATL全国実態調査

登録患者の自己免疫疾患合併について追加調

査する附随研究を開始した。 

 
（倫理面への配慮） 

本研究は、介入試験ではないが研究対象者に

対する人権擁護上の配慮、不利益・危険性が

ないように、ヘルシンキ宣言および厚生労働

省「人を対象とする医学系研究に関する倫理

指針」に従って、全国のATL診療実態調査行

う。 
 
C. 研究結果  
①第11次ATL全国実態調査へ既登録症例の

治療法･予後解析： 

2014年 11月の日本血液学会学術総会で報

告した第11次調査結果を踏まえて、第11次

ATL 全国実態調査登録患者の予後調査研究

計画書（予後調査票を含む）を作成し、国立

がん研究センターの臨床研究委倫理審査委員

会で2015年1月に承認された。 
2015 年 6 月には委託業者と連携して、11

次調査で症例を総計 996症例(2015年 8月の

日本HTLV-1学会学術集会で最終解析結果を

発表)を登録した 114 施設へ協力お伺いアン

ケートを郵送した。2016 年 2 月までに 108
施設にご協力いただき、800 症例の予後超過

表を回収した。不適格、データ欠損の症例を

除いた752例について解析した。先行の２つ

の調査と比べて、さらに患者の高齢化が進ん

でいた。急性型、リンパ腫方に対する同種造

血幹細胞移植は、55 歳まででは 49%、56 歳

から 65 歳では 30%が受けていたのに対し、

66 歳以上では 1%のみであった。10%の患者

が抗CCR4 抗体のMogamulizmab による治

療を受け、その後の4年生存割合は26%であ

った。 
 

②第12次ATL全国実態調査／③がん登録情

報をベースとしたWeb登録による調査： 
2012/13年に発症したATL患者の全国調査

を行うに当たり、全国の施設にアンケート調

査を依頼し、協力確認を行った上でATL診療

の実態を調査する予定とした。今回からデー

タベース（日血血液疾患登録、皮膚悪性腫瘍

学会登録、院内がん登録）を利用することで

各施設担当医師の症例検索の負担を軽減する

ために平成 27 年度までに以下のように準備

を進めた。 
平成 28 年度からの調査に向けて、ATL に

対する継続的な全国観察研究計画書コンセプ

ト案と第12次ATL実態調査研究計画書コン

セプト案を平成 27 年度に作成したが、院内

がん登録全国データ利用は初めてのことであ

ることから、まずは後者を進めることとした。 
院内がん登録については、全国がん診療連



 

携拠点病院および都道府県推薦病院から登録

さており、全国集計情報が 1年ごとに国立が

ん研究センター院内がん登録室に収集される

こと、本研究対象症例の診療施設を同定した

い旨の利用申請をすればプロトコールとデー

タ管理の審査承認後に診療施設のリストが提

供されること、研究者から施設へ依頼後に協

力施設から ATL 患者の登録データ収集がで

きる予定であること、が明らかとなった。 
一方、血液疾患患者登録については、日本

血液学会血液専門医が常勤医として勤務して

いる施設および日本血液学会研修施設から登

録されており、毎年更新データが公開されて

いる。データの二次利用については、日本血

液学会等が指定した倫理審査委員会、及び施

設の倫理審査委員会の施設長の承認を受けた

上で実施できることが明らかとなった。 
日本皮膚悪性腫瘍学会の登録データ利用に

ついては、データ管理している岡山大学での

倫理委員会への追加版の申請と承認後に

ATL患者の登録データを入手する。 
実際のATL患者の毎年の登録数は、院内が

ん登録では約600例、血液疾患患者登録では

約500例、皮膚悪性腫瘍学会登録では約100
例であった。 

Web登録を行うかの検討に関しては、施設

負担を軽減するために、上記の既登録データ

の活用に加えて、簡便な登録法について既存

の疾患 Web 登録サイトなどのレビューを行

った。しかし血液疾患患者登録事務局との面

談で、将来的なその登録データの一部をWeb
を介して活用させていただける可能性が明ら

かになったことなどから、平成 27 年度の班

会議での検討で、Web登録は将来開始するこ

ととした。 
平成28年度には12次調査のプロトコール

内容を固定し、11次調査以降に倫理指針の改

訂があったことに対応した上で 8月に国立が

ん研究センターの IRBで承認された。これを

受けて日血血液疾患登録・院内がん登録・皮

膚悪性腫瘍学会登録データを入手し、その 3

データベースのいずれかに登録した施設と

11 次調査協力施設のあわせて 565 施設へ調

査協力依頼のアンケートを送付した。来年度

上半期に協力施設へ調査票を送付し、誌うも

半期にデータを固定し、解析を開始すること

を予定している。 

 
④患者自身の Web 登録による調査参加の導

入： 
HTLV-1関連脊髄症（HAM）患者登録サイ

トであるハムねっとでは、HAM 患者が自身

の情報を自ら登録し、全国調査研究に貢献す

るとともに、臨床試験/治験を含む種々の情報

を入手している。ハムねっとに続いて、

HTLV-1 キャリアにおける同様のキャリねっ

とが平成 27 年度に立ち上がった。引き続い

てインドレント ATL 患者を対象にモデル地

域を多発地域の九州に設けてパイロット研究

することを以下のように検討した。平成 27
年度 2 回の班会議と ad hoc の「インドレト 
ATLねっと」小委員会で検討したが、メーリ

ングリストでの情報共有は有用かもしれない

が暴走するメンバーが出た場合の対応困難さ、

個別メール対応であっても多様であることが

想定される患者担当医との連携の困難さ、な

どから「インドレト ATL ねっと」の立ち上

げは断念した。その代わりに単方向性ではあ

るが既存のHTLV-1情報サービスにおいてイ

ンドレト ATL についての情報をより多くか

つ細やかに載せることなどでの情報提供を行

うこととした。 
 
⑤第11次ATL全国実態調査登録患者の自己

免疫疾患合併についての追加調査： 
第 11 次 ATL 全国実態調査で ATL 診断時

の既往・併発症として自己免疫疾患のあった

37/954 症例について以下の追加調査を行う

研究は主幹施設で2016年1月に IRB承認さ

れた。本附随研究では追加調査された ATL 
患者の自己免疫疾患の治療法などに関し、

ATL を合併していない一般的な自己免疫疾



 

患の既存のデータと比較することにより、自

己免疫疾患あるいはその免疫抑制療法や生物

学的製剤の治療が、ATL発症のリスク増加に

関与する可能性を検討した。関節リウマチ

（N=11）を筆頭に総計37/954名（3.9%）の

自己免疫性疾患の並存を ATL 発症時に認め

た。この頻度は一般健常人での頻度と同等で

あり、追加調査したATL発症前の自己免疫性

疾患に対する治療法に一定の傾向はなかった。 

 
D. 考察 
本研究班はこの 3年間で、厚生労働省が行

っているHTLV-1総合対策の中でも、HTLV-1
キャリアとATL患者の実態把握、リスク評価、

相談支援体制整備と ATL/HTLV-1 感染症克

服研究事業の評価に資する研究を平成 25 年

度までの 3班での研究に引き続いて行った。

本分担研究グループでは、H23－がん臨床－

一般－022班研究での第 11 次ATL全国実態

調査に引き続いて、その予後調査を行い、さ

らには院内がん登録、血液学会と皮膚悪性腫

瘍学会の患者登録データベースを活用する新

たな手法を取り入れた第 12 次全国調査につ

いて研究を継続し、また AMED 岡山班との

共同研究として第11次ATL全国実態調査の

附随研究を行った。 
今後はATLの初期治療法別、すなわち大ま

かには病型別に、予後因子解析とそれに基づ

く予後予測モデルを作成し、さらなる層別化

治療法の開発の基盤を形成し、将来的な病型

の見直しにも繋げることが望まれる。股継続

的なATL全国実態調査結果を施設の地域、規

模ごとに評価し、全国の医療施設での本疾患

の診療の標準化･拠点化を進めることにより、

診療体制を整備する必要がある。がん登録制

度の変更も活用して、希少がんの1 つである

ATL のがん登録の改善に繋げることも望ま

れる。 

                                                            
E. 結論 
平成25年度までのATL診療実態整備につい

ての研究班の成果を３年間の本分担研究班で

発展させ、研究を継続した。ATLの診療実態

を把握し課題を評価することにより、本疾患

の診療体制の整備に寄与した。第 12 次 ATL
全国調査の継続が望まれる。 

 
F. 健康危険情報 
該当せず 
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Kurosawa M, Abe Y, Hatake K, Ando K, 
Yoshida I, Hidaka M, Murayama T, 
Okitsu Y, Tsukamoto N, Taniwaki M, 
Suzumiya J, Tamura K, Yamauchi T, 
Ueda R: Phase 1/2 study of forodesine 
in patients with relapsed peripheral 
T-cell lymphoma (PTCL). Poster 
Presentation, Am Soc Clin Oncol, 
Chicago, 2016. 

20. Ogura M, Maruyama D, Tobinai K, 
Uchida T, Hatake K, Taniwaki M, 
Ando K, Tsukasaki K, Ishida T, 
Kobayashi N, Ishizawa K, Tatsumi Y, 
Kato K, Kiguchi T, Ikezoe T, Laille E, 
Ro T, Tamakoshi H, Sakurai S, Ohtsu 
T: Phase I/II multicenter study of 
romidepsin in Japanese patients with 
relapsed or refractory peripheral T-cell 
lymphoma. Poster Presentation, Am 
Soc Hematol, San Diego, 2016. 

21. Maruyama D, Tobinai K, Ogura M, 
Uchida T, Hatake K, Taniwaki M, 
Ando K, Tsukasaki K, Ishida T, 
Kobayashi N, Ishizawa K, Tatsumi Y, 
Kato K, Kiguchi T, Ikezoe T, Laille E, 
Ro T, Tamakoshi H, Sakurai S, Ohtsu 
T: Multicenter phase I/II and 
pharmacokinetic study of romidepsin 
in Japanese patients with relapsed or 
refractory peripheral T-cell lymphoma. 
British Journal of Haematology, 2016. 

22. Takeuchi S, Nakano N, Kubota A, 
Miyazono T, Tokunaga M, Yonekura K, 
Takatsuka T, Utsunomiya A. A 
retrospective analysis of prognostic 
indices at diagnosis for adult T-cell 
leukemia/lymphoma patients receiving 
allogeneic stem cell transplantation. 
42nd Annual Meeting of the European 
Society for Blood and Marrow 
Transplantation, Valencia, Spain, 3-6 
Apr, 2016.(Poster) 

23. Fuji S, Utsunomiya A, et al. 
Pretransplant Mogamulizumab against 
ATLL was  associated with 
significantly increased risks of 
severe/steroid-refractory GVHD, 
non-relapse mortality and overall 
mortality: a nationwide survey of 
patients with aggressive ATLL who 
underwent allogeneic hematopoietic 
stem cell transplantation.21st Congress 
of EHA 2016, Copenhagen, Denmark, 
9-12 Jun, 2016. 

24. Maeda Y, Tobinai K, Nagai H, Nakane 
T, Shimoyama T, Nakazato T, Sakai R, 

Ishikawa T, Izutsu K, Ueda R: 
Pralatrexate: Phase 1/2 study in 
Japanese patients with relapsed or 
refractory peripheral T-cell lymphoma 
(PTCL). Poster Presentation, Am Soc 
Hematol, San Diego, 2016. 

25. Onizuka M, Ando K, Yoshimitsu M, 
Ishida S, Yoshida S, Abe Y, Hidaka M, 
Takamastsu Y, Nagashima M, 
Miyazato A, Schupp J, Lee G, Tobinai 
K: Oral HDAC inhibitor HBI-8000 in 
Japanese patients with non–Hodgkin’s 
lymphoma: preliminary phase I safety 
and efficacy results. Poster 
Presentation, Am Soc Hematol, San 
Diego, 2016. 

26. Tobinai K: Latest emerging drugs in 
Asia for T-cell lymphoma. Invited 
Lecture, T-Cell Lymphoma Forum, 
San Francisco, 2017. 

27. Tobinai K, Kim WS, Tien HF, Kwong 
YL, Nagahama F, Sonehara Y: Phase 
II study of darinaparsin in Asian 
patients with relapsed or refractory 
peripheral T-cell lymphoma. Poster 
Presentation, T-Cell Lymphoma 
Forum, San Francisco, 2017. 

28. Tobinai K, Nakanishi T: Phase 2 study 
design of E7777 in Japanese patients 
with relapsed or refractory peripheral 
T-cell lymphoma or cutaneous T-cell 
lymphoma. Poster Presentation, T-Cell 
Lymphoma Forum, San Francisco, 
2017. 

29. Kataoka K, Nagata Y, Kitanaka A, 
Yasunaga JI, Iwanaga M, Shiraishi Y, 
Chiba K, Sato-Otsubo A, Sanada M, 
Tanaka H, Suzuki H, Sato Y, Shiozawa 
Y, Yoshizato T, Yoshida K, Nosaka K, 
Hishizawa M, Itonaga H, Imaizumi Y, 
Munakata W, Shide K, Kubuki Y, 
Hidaka T, Kameda T, Nakamaki T, 
Ken Ishiyama, Miyawaki S, Tobinai K, 
Miyazaki Y, Takaori-Kondo A, Shibata 
T, Miyano S, Matsuoka M, Shimoda K, 
Watanabe T, Ogawa S: Prognostic 
Impact of Integrated Genomic Genetic 
Profiling in Adult T-cell 
Leukemia/Lymphoma. EHA 2016 (21st 
European Hematology Association 
Congress), Copenhagen, Denmark, 
Jun 9-12, 2016. (Poster Presentation 
EHA21, June 11, 2016) 

30. Imaizumi Y, Iwanaga M, Nosaka K, Ito S, 
Ishitsuka K, Atae Utsunomiya, Yoshiki 
Tokura, Takeaki Tomoyose, Kazuya 
Shimoda, Kensei Tobinai, Toshiki Watanabe, 



 

Uchimaru K, Tsukasaki K. Treatment and 
Prognosis in Patients with Adult T-Cell 
Leukemia-Lymphoma (ATL): A Nationwide 
Survey in Japan. the 58th ASH Annual 
Meeting and Exposition, San Diego 
Convention Center, San Diego, CA, U.S.A 
(Dec. 3-6, 2016) Abstract presentation, 5936, 
Blood 128 (22): 2016   

31. Nakamura  D,  Yoshimitsu  M,  
Tabuchi T,  Arima N,  Hayashida M,  
Inoue H,  Matsushita K,  Matsumoto 
T,  Arima N, Ishitsuka K 
“ OPEC/Mpec for Adult T-Cell 
Leukemia/Lymphoma: A Single- 
Institution Study. ”  Blood 2016 
128:1828; the 58th ASH Annual 
Meeting and Exposition, San Diego 
Convention Center, San Diego, CA, 
U.S.A., Dec. 4, 2016(Dec. 3-6, 2016) 
(Poster) 

32. Sekine M, Kubuki Y, Kameda T, 
Takeuchi M, Toyama T, Kawano N, 
Maeda K, Sato S, Ishizaki J, Kawano 
H, Kamiunten A, Akizuki K, Tahira Y, 
Shimoda H, Shide K, Hidaka T, 
Kitanaka A, Yamashita K, Matsuoka 
H, Shimoda K:Mogamulizumab for 
adult T-cell leukemia/lymphoma in 
clinical practice.58th ASH Annual 
Meeting & Exposition，San Diego，平
成27年12月3日～6日．（口演） 

 
国内学会 
1. 上田 裕二郎, 高橋 明子, 浦崎 哲也, 

山田 遥子, 和泉 宏昌, 横山 雄章, 
石井 源一郎, 湯浅 博美, 根津 雅彦, 
伊藤 國明, 塚崎 邦弘：R-CHOP 療
法後の二次性 MDS に免疫学的血小
板減少性紫斑病を併発しステロイド/
リツキシマブ療法が奏効した一例. 
第 76 回日本血液学会,大阪,2014 年
10 月31 日～11 月2 日.（ポスター） 

2. Takata K, Yamaguchi M, Yoshino T, 
Ishizuka N, Oguchi M, Kobayashi Y, 
Isobe Y, Ishizawa K, Kubota N, Itou 
K, Usui N, Miyazaki K, Utsumi K, 
Masaki Y, Nosaka K, Fukushima N, 
Ohmachi K, Shimada K, Morimoto 
H, Oshimi K, Kinoshita T, 
Tsukasaki K, Tobinai K：Prognostic 
biomarkers in patients with 
Iocalized NK/T-cell lymphoma 
treated with RT-DeVIC, 第76 回日
本血液学会,大阪,2014 年 10 月 31 日
～11 月 2 日.（口演） 

3. Nosaka K, Iwanaga M, Ishizawa 
K, Ishida Y, Uchimaru K, Ishitsuka 

K, Amano M, Ishida T, Imaizumi Y, 
Uike N, Utsusnomiya A, Oshima K, 
Kawai K, Tanaka J, Tokura Y, 
Tobinai K, Watanabe T, Tsukasaki 
K:A nationwide survey of patients 
with adult T cell 
leukemia/lymphoma(ATL) in 
Japan:2010-2011, 第 76 回日本血液
学会,大阪,2014年10月31日～11月
2 日.（口演） 

4. Yoshida N, Tsuzuki S, Karube K, 
Takahara T, Katayama M, 
Nishikori M, Shimoyama M, 
Tsukasaki K, Oshima K, Seto 
M:STX11 is a newly identified 
tumor suppressor gene in 
peripheral T-cell lymphomas, 第76
回日本血液学会,大阪,2014 年 10 月
31 日～11 月2 日.（口演） 

5. Taniguchi H, Imaizumi Y, 
Takasaki Y, Kitanosono H, 
Nakashima J, Kato T, Makiyama J, 
Ando K, Sawayama Y, Imanishi D, 
Taguchi J, Hasegawa H, Hata T, 
Tsukasaki K, Miyazaki Y:Analysis 
of acute crisis of smoldering and 
chronic adult T-cell 
leukemia-lymphoma, 第 76 回日本
血液学会,大阪,2014 年 10 月 31 日～
11 月 2 日.（口演） 

6. Tsukasaki K ： Development of 
Anti-CCR4 Antibody for ATL and 
its Activity for Treg Inhibition. 
Session, 32nd World Congress of 
Internal Medicine, 2014. Seoul 
Oct.24-28, 2014. 

7. Yoshida N, Tsuzuki S, Karube K, 
Takahara T, Katayama M, 
Nishikori M, Shimoyama M, 
Tsukasaki K, Oshima K, Seto 
M:Identification of STX11 as a 
tumor suppressor gene in 
peripheral T-cell lymphomas.第 73
回日本癌学会学術総会,横浜,2014 年
9 月 25 日~27 日.(英語口演) 

8. 古田裕幸,根津雅彦,松井礼子,上田裕
二郎,浦崎哲也,岡村直香,横山雄章,和
泉宏晶,山田遥子,湯浅博美,伊藤國明,
塚崎邦弘,齊藤信一郎:ステロイド先
行使用のリツキシマブ輸注反応に対
する有用性の検討.第 52 回癌治療学
会,横浜,2014 年 8 月28~30 日.(口演) 

9. 新野大介,谷口広明,今泉芳孝,佐々木
大介,長谷川寛雄,三好寛明,郭英,加藤
丈晴,柳原克紀,塚崎邦弘,宮崎泰司,大
島孝一:成人 T 細胞白血病リンパ腫
(ATL)における MALT1 発現と予後



 

との関係.第 1 回日本 HTLV-1 学会,
東京, 2014 年 8 月 22~24 日.(ポスタ
ー) 

10. 岡村直香,上田裕二郎,根津雅彦,湯浅
博美,伊藤國明,石井源一郎,塚崎邦弘:
モガムリズマブ 2 回目の点滴後に多
形滲出性紅斑様の薬疹をきたした難
治性ATLの一例.第1回日本HTLV-1
学会,東京, 2014 年8 月22~24 日.(ポ
スター) 

11. Tsukasaki K : New treatment 
modalities for ATL．第 12 回日本臨
床腫瘍学会学術集会（ワークショッ
プ Progress in basic research and 
treatment for ATL / ATL 基礎と治
療の進歩），福岡，2014 年 7 月 17 日
～19 日.(口演) 

12. 吉田稚明,都築忍,加留部謙之輔,高原
大志,錦織桃子,下山正徳,大島孝一,塚
崎邦弘,瀬戸加大: STX11 はT 細胞性
腫瘍特異的ながん抑制遺伝子である.
第 54 回日本リンパ網内系学会,山
形,2014年6月19~21日.(優秀演題口
演) 

13. 山田遥子,根津雅彦,岡村直香,湯浅博
美,伊藤國明,小嶋基寛,石井源一郎,塚
崎邦弘:致死的腫瘍崩壊症候群 (TLS)
を 来 し M 蛋 白 血 症 を 伴 う
IgH/c-MAF 転座陽性の B 細胞腫瘍
の一例.第 54 回日本リンパ網内系学
会,山形,2014 年 6 月 19~21 日.(ポス
ター) 

14. 永井宏和,小椋美知則,塚崎邦弘,上田
龍三へ飛内賢正:再発・難治性の日本
人末梢性 T 細胞リンパ臆(PTCL)患
者を対象とするフォロデシンの第
I/II相臨床試験.第54回日本リンパ網
内系学会,山形, 2014 年 6 月 19~21
日.(ポスター)  

15. 丸山大,永井宏和,前田嘉信,塚崎邦弘,
上田龍三,飛内賢正:再発・難治性の日
本人末梢性 T 細胞リンパ腫(PTCL)
患者を対象とした pralatrexate の第 
I/II 相臨床試験. 第 54 回日本リンパ
網内系学会,山形, 2014 年 6 月19~21
日.(ポスター) 

16. 飛内賢正：HTLV-1 とATL / Human 
T-lymphotropic virus type-I and 
adult T-cell leukemia-lymphoma. 
第 112 回日本内科学会総会・講演会 
シンポジウム 2 : ウイルス感染と腫
瘍： HTLV-1 と ATL. / Human 
T-lymphotropic virus type-I and 
adult T-cell leukemia-lymphoma. 
シンポジウム 2. 京都、2015. 

17. Tobinai K: Clinical trials for 
T/NK-cell lymphomas in Japan. 

International Symposium 
“ Science-based Management of 
Malignant Lymphoma.”第 13 回日
本臨床腫瘍学会、札幌、2015. 

18. Tobinai K: Disease-oriented 
treatment of T/NK-cell lymphoma. 
Symposium 4: Progress in the 
diagnosis and treatment for 
intractable lymphomas. 日本血液
学会、金沢、2015. 

19. 野坂生郷、岩永正子、石澤賢一、石
田陽治、内丸薫、石塚賢治、石田高
司、今泉芳孝、伊藤薫樹、宇都宮與、
戸倉新樹、飛内賢正、渡邊俊樹、塚
崎邦弘：第 11 次 ATL 全国実態調査
報告．第 2 回日本 HTLV-1 学会学術
集会、東京、平成 27 年 8 月 21 日～
23 日．（口演） 

20. Tatsuno K, Tokura Y: Expression 
levels of Tumor suppressor in lung 
cancer 1 / Cell adhesion molecule 1 
(CADM1) in various cutaneous T 
cell lymphoma. EORTC Cutaneous 
Lymphoma Task Force Meeting.  
Turin, Italy. Sep.25-27, 2015. （口
演） 

21. 戸倉新樹：皮膚リンパ腫の臨床．第
17 回静岡がん治療フォーラム，浜松．
2015 年4 月 2 日．（講演） 

22. 中島 潤 、谷口 広明、今泉 芳孝、
牧山 純也、加藤 丈晴 、 松尾 真稔、 
佐藤 信也、 澤山 靖、田口 潤、 波
多 智子、 吉田 真一郎 、 森内 幸
美、 宮崎 泰司 : Mogamulizumab for 
relapsed/refractory adult T-cell 
leukemia-lymphoma in clinical 
practice. 第 77 回日本血液学会,金
沢,2015 年 10 月 16 日～10 月 18 日.
（口演） 

23. 伊藤 旭、崔 日承、 宇都宮 與、今
泉 芳孝、 野坂 生郷, 宮崎 泰彦、 
城 達郎、 石塚 賢治、 森内 幸美 、 
日高 道弘、 楠本 茂、 上田 龍三、
石田 高司：Mogamulizumab for ATL 
-interim report of the MIMOGA 
study-.第 77 回日本血液学会,大金
沢,2015 年 10 月 16 日～10 月 18 日.
（口演） 

24. Mihara K, Yoshida T, Kitanaka A, 
Shimoda K, Morishita Y, Takihara 
Y,  Ichinohe T : T cell expressing 
anti-CD38 chimeric antigen 
receptor eliminate ATL cells 
treated with ATRA and IFN. 第 77
回日本血液学会学術集会, 金沢市, 
2015.(一般講演) 

25. Kamiunten A, Akizuki K, Sekine M, 



 

Kameda T, Shimoda H, Shide K, 
Hidaka T, Kubuki Y, Kitanaka A, 
Yamashita K,  Matsuoka H, 
Kawano H,  
Toyama T, Maeda M, Sato S, 
Ishizaki J, Shimoda K : Validation 
of the Japan Clinical Oncology 
Group prognostic index (JCOG-PI) 
in clinical practice. 第 77 回日本血
液学会学術集会,金沢市, 2015. (一般
講演) 

26. Yamagishi M, Fujikawa D, Honma D, 
Adachi N, Nakagawa S, Hori M, 
Kurokawa N, Soejima A, Nakano K, 
Yamochi T, Nakashima M, Kobayashi S, 
Tanaka Y, Iwanaga M, Utsunomiya A, 
Uchimaru K, Tsukasaki K, Araki K, 
Watanabe T. Polycomb-Dependent 
Epigenetic Landscape in Adult T Cell 
Leukemia (ATL); Providing Proof of 
Concept for Targeting EZH1/2 to 
Selectively Eliminate the HTLV-1 
Infected Population. (Oral) 57th ASH 
Annual Meeting & Exposition, 
December 5~8, 2015, Orlando, FL, USA, 
Blood 126 (23):572, 2015. 

27. Kataoka K, Nagata Y, Kitanaka A, 
Yasunaga JI, Iwanaga M, Shiraishi Y, 
Chiba K, Sato-Otsubo A, Sanada M, 
Tanaka H, Suzuki H, Sato Y, Shiozawa Y, 
Yoshizato T, Yoshida K, Makishima H, 
Nosaka K, Hishizawa M, Itonaga H, 
Imaizumi Y, Munakata W, Shide K, 
Kubuki Y, Hidaka T, Kameda T, 
Nakamaki T, Ishiyama K, Miyawaki S, 
Tobinai K, Miyazaki Y, Takaori-Kondo 
A, Shibata T, Miyano S, Matsuoka M, 
Shimoda K, Watanabe T, Ogawa S. 
Prognostic Relevance of Integrated 
Genetic Profiling in Adult T-Cell 
Leukemia/Lymphoma“.  (Poster) 57th 
ASH Annual Meeting & Exposition, 
December 5-8, 2015, Orlando, FL, USA,  
Blood 126 (23):2643, 2015 

28. Nosaka K, Iwanaga M, Ishizawa K, Yoji 
Ishida, Uchimaru K, Ishitsuka K, Amano 
M, Ishida T, Imaizumi Y, Uike N, 
Utsunomiya A, Ohshima K, Kawai K, 
Tanaka J, Tokura Y, Tobinai K, Watanabe 
T, Tsukasaki K. Current 
Clinico-Epidemiological Characteristics 
of Adult T-Cell Leukemia-Lymphoma 
(ATL) Based on the 11th Nationwide 
Survey in Japan. (Publication only) 57th 
ASH Annual Meeting & Exposition, 
December 5-8, 2015, Orlando, FL, USA,  
Blood 126 (23):5034, 2015. 

29. 山岸 誠、片野晴隆、比島恒和、太田
泰徳、岡田誠治、渡邉俊樹、
Epigenetically programmed defenseless 
signaling in malignant lymphoma、第 77
回日本血液学会学術集会、ホテル日
航金沢、金沢、2015年10月 18日(2015
年 10 月 16 日〜18 日) （口演） 

30. 堀真琴、山岸誠、藤川大、中川翔太、
中野和民、田中勇悦、小林誠一郎、
宇都宮與、内丸薫、渡邉俊樹、「ATL
細胞特異的なエピゲノム異常を制御
する EZH2 の質的、量的変化」、第 2
回日本HTLV-1学会学術集会、東京大
学医科学研究所、2015 年 8 月 22-23
日（2015 年 8 月 21日〜8 月 23 日）
（ポスター） 

31. 藤川大、山岸誠、堀真琴、中野和民、
田中勇悦、小林誠一郎、宇都宮與、
内丸薫、渡邉俊樹、「ATL 細胞におけ
る EZH2 依存的なエピゲノム異常と
その原因メカニズムの解析」、第 2 回
日本 HTLV-1 学会学術集会、東京大
学医科学研究所、2015 年 8 月 22 日
（2015 年 8 月 21 日〜8 月 23 日）
（Young Investigator Award 口演） 

32. 片岡圭亮、永田安伸、北中明、白石
友一、島村徹平、安永純一朗、十時
泰、宮崎泰司、高折晃史、油谷浩幸、
渡邉俊樹、柴田龍弘、松岡雅雄、宮
野悟、下田和哉、小川誠司、「Integrative 
molecular analysis of viral and host 
genome in ATL」、第 2 回日本HTLV-1
学会学術集会、東京大学医科学研究
所、2015 年 8 月 22 日（2015 年 8 月
21 日〜8 月 23 日）（口演） 

33. 野坂生郷、岩永正子、石澤賢一、石
田陽治、内丸薫、石塚賢治、石田高
司、今泉芳孝、伊藤薫樹、宇都宮與、
戸倉新樹、飛内賢正、渡邊俊樹、塚
崎邦弘：第 11 次 ATL 全国実態調査
報告．第 2 回日本 HTLV-1 学会学術
集会、東京、平成 27 年 8 月 21 日～
23 日．（口演） 

34. Jo T, Ishida T, Fujiwara H, Nosaka 
K, Taira N, Abe Y, Imaizumi Y, 
Moriuchi Y, Ishizawa K, Tobinai K, 
Tsukasaki K, Ito S, Yoshimitsu M, 
Otsuka M, Ogura M, Midorikawa S, 
Ruiz W, Ohtsu T: ATLL-002: A 
phase 2 study of lenalidomide in 
relapsed/recurrent adult T-cell 
leukemia-lymphoma. Oral 
Presentation, Jpn Soc Hematol, 
Yokohama, 2016. 

35. 宇都宮與．ATLにおける造血幹細胞移
植療法．第32回日本皮膚悪性腫瘍学会
学術大会シンポジウム，平成28年5月



 

27日～28日，かごしま県民交流センタ
ー，鹿児島市．（口演）中島誠，矢持忠
徳，渡邊真理子，内丸薫，宇都宮與，
東原正明，渡邉俊樹，堀江良一．成人
T細胞白血病におけるCD30陽性細胞
集団に高倍数体細胞は出現する．第3
回日本HTLV-1学会学術集会，2016年8
月27日，鹿児島県市町村自治会館，鹿
児島市．（口演） 

36. 山岸誠，澤礼乃，藤川大，堀真琴，中
野和民，宇都宮與，渡邉俊樹，内丸薫．
成人T細胞白血病 (ATL)の遺伝子翻訳
異常とその意義．第3回日本HTLV-1学
会学術集会，2016年8月27日，鹿児島
県市町村自治会館，鹿児島市．（口演） 

37. 吉満誠，田野崎隆二，加藤公次，石田
高司，崔日承，高塚祥芝，福田隆浩，
衛藤徹也，日髙道弘，内田直之，宮本
俊浩，阿部康信，一戸辰夫，高梨美乃
子，熱田由子，宇都宮與．ATL同種移
植における各種リスクスコアの有用性
の検討－JSHCT ATL ワーキンググ
ループ．第3回日本HTLV-1学会学術集
会，2016年8月27日，鹿児島県市町村
自治会館，鹿児島市．（口演） 

38. 藤重夫，山口拓洋，井上明威，宇都宮
與，森内幸美，内丸薫，花田修一，宮
城敬、田口潤，崔日承，大塚英一，仲
地佐和子，山本久史，黒澤彩子，飛内
賢正，福田隆浩．70歳以下アグレッシ
ブATL患者の予後予測モデルに関する
検討．第3回日本HTLV-1学会学術集会，
2016年8月27日，鹿児島県市町村自治
会館，鹿児島市．（口演） 

39. 崔日承，宮崎泰彦，森内幸美，長藤宏
司，日高道弘，中前博久，下川元継，
渡辺信和，高塚祥芝，谷口修一，宇都
宮與，末廣陽子，福田隆浩，神奈木真
理，岡村純，鵜池直邦．成人T細胞白
血病リンパ腫に対する骨髄非破壊的移
植前処置を用いた非血縁臍帯血移植の
多施設共同研究．第3回日本HTLV-1学
会学術集会，2016年8月27日，鹿児島
県市町村自治会館，鹿児島市．（口演） 

40. 垣添有佳，福山美智子，中野伸亮，窪
田歩，徳永雅仁，宮園卓宜，竹内昇吾，
高塚祥芝，宇都宮與．50-70歳のATL
患者における治療介入時から1年時点
での一般状態－移植群vs非移植群の検
討－．第3回日本HTLV-1学会学術集会，
2016年8月27日，鹿児島県市町村自治
会館，鹿児島市．（口演） 

41. 徳永雅仁，米倉健太郎，中村大輔，原
口浩一，田淵智久，中野伸亮，窪田歩，
井上大栄，竹内昇吾，高塚祥芝，花田
修一，松元正，吉満誠，石塚賢治，宇
都宮與．ATL患者に対するモガムリズ

マブ単剤両方の皮膚障害と抗腫瘍効果
の検討．第3回日本HTLV-1学会学術集
会，2016年8月27日，鹿児島県市町村
自治会館，鹿児島市．（口演） 

42. 高起良，片山貴子，岩永正子，相良康
子，日野雅之，内丸薫，浜口功，宇都
宮與，渡邉俊樹．関西地区でのHTLV-1
感染者コホート（JSPFAD）における
HTLV-1水平感染キャリアの解析．第3
回日本HTLV-1学会学術集会，2016年8
月28日，鹿児島県市町村自治会館，鹿
児島市．（口演） 

43. 吉森みゆき，切手康加，西垂水和隆，
登美奈子，福盛貴子，高塚祥芝，宇都
宮與．当院におけるHTLV-1感染者の
針刺し皮膚粘膜曝露後のフォローアッ
プ．第3回日本HTLV-1学会学術集会，
2016年8月28日，鹿児島県市町村自治
会館，鹿児島市．（口演） 

44. 松尾美沙希，宮里パオラ，宇都宮與，
野坂生郷，佐藤賢文．HTLV-1プロウ
イルス内エンハンサーの分子メカニズ
ム解析．第3回日本HTLV-1学会学術集
会，2016年8月28日，鹿児島県市町村
自治会館，鹿児島市．（口演） 

45. 中野和民，宇都宮與，山口一成，内丸
薫，渡邉俊樹．Proto-oncogene MYB
発言異常による c-Myb経路撹乱が
ATL細胞悪性化形質を規定する．第3
回日本HTLV-1学会学術集会，2016年8
月28日，鹿児島県市町村自治会館，鹿
児島市．（口演） 

46. 中武彩子，阪本訓代，須藤幸夫，西方
一朗，中畑新吾，武本重毅，岩永正子，
相良康子，天野正宏，前田宏一，末岡
栄三朗，岡山昭彦，宇都宮與，下田和
哉，渡邉俊樹，森下和広．AlphaLISA
法を用いた血中可溶型CADM1測定系
の開発とATLの診断応用への検討．第
3回日本HTLV-1学会学術集会，2016
年8月28日，鹿児島県市町村自治会館，
鹿児島市．（口演） 

47. 石垣知寛，田矢祐規，山崎聡，小林誠
一郎，中野伸亮，大野伸広，宇都宮與，
内丸薫，東條有伸，中内啓光．
In-Vitro/In Vinoモデルを用いた成人T
細胞白血病 (ATL) におけるアミノ酸
依存性の同定．第3回日本HTLV-1学会
学術集会，2016年8月28日，鹿児島県
市町村自治会館，鹿児島市．（口演） 

48. 武清孝弘，堂園浩一朗，三石敬之，奈
良聡一郎，村山芳博，中野伸亮，窪田
歩，徳永雅仁，竹内昇吾，高塚祥芝，
宇都宮與．ATL患者における同種造血
幹細胞移植前後の身体機能・筋肉量変
化－他の疾患との比較－．第3回日本
HTLV-1学会学術集会，2016年8月28



 

日，鹿児島県市町村自治会館，鹿児島
市．（ポスター） 

49. 中野伸亮，高塚祥芝，窪田歩，徳永雅
仁，宮園卓宜，竹内昇吾，徳永真弓，
牧野虎彦，宇都宮與．マルチカラーフ
ローサイトメトリーを利用した、同種
移植前後におけるモガムリズマブ使用
の治療戦略．第3回日本HTLV-1学会学
術集会，2016年8月28日，鹿児島県市
町村自治会館，鹿児島市．（ポスター） 

50. 宮園卓宜，中野伸亮，窪田歩，徳永雅
仁，竹内昇吾，高塚祥芝，宇都宮與．
中枢神経(CNS)浸潤がみられ同種造血
幹細胞移植を施行した成人T細胞性白
血病．第3回日本HTLV-1学会学術集会，
2016年8月28日，鹿児島県市町村自治
会館，鹿児島市．（ポスター） 

51. 佐藤妃映，岡剛史，神農陽子，鷲尾佳
奈，村上一郎，大内田守，宇都宮與，
吉野正．成人T細胞白血病/リンパ腫
（ATL）におけるDNA異常メチル化と
予後との関連について．第3回日本
HTLV-1学会学術集会，2016年8月28
日，鹿児島県市町村自治会館，鹿児島
市．（ポスター） 

52. 山岸誠，藤川大，大杉剛生，堀真琴，
中野和民，小林誠一郎，岩永正子，宇
都宮與，内丸薫，渡邉俊樹．エピジェ
ネティクスを基盤とした成人T細胞白
血病の新たな治療戦略．第75回日本癌
学会学術総会，2016年10月6日，パシ
フィコ横浜，横浜市．（口演） 

53. 中野和民，田部亜季，仲木戸誠，千原
庸平，小林誠一郎，田中勇悦，宇都宮
與，津本浩平，内丸薫，渡邉俊樹．
FoxM1とc-Myb間の相乗的活性化ル
ープがATL細胞の悪性化形質を規定す
る．第75回日本癌学会学術総会，2016
年10月7日，パシフィコ横浜，横浜市．
（口演） 

54. 村岡賢，内丸薫，宇都宮與，山野嘉久，
稲田幸嗣．成人T細胞白血病に対する
治療標的の同定．第75回日本癌学会学
術総会，2016年10月8日，パシフィコ
横浜，横浜市．（口演） 

55. Yamagaishi M, Fujikawa D, Ohsugi 
T, Honma D, Adachi N, Hori M, 
Nakagawa S, Nakano K, Kobayashi 
S, Tanaka Y, Iwanaga M, 
Utsunomiya A, Tsukasaki K, Araki 
K, Uchimaru K, Watanabe T. 
Epigenetic landscape in adult T cell 
leukemia-lymphoma (ATL) ; proof of 
concept for targeting EZH1/2. 第78
回日本血液学会学術集会，2016年10
月13日，パシフィコ横浜，横浜市.（口
演） 

56. Nakashima M, Yamochi T, 
Watanabe M, Utsunomiya A, 
Higashihara M, Uchimaru K, 
Watanabe T, Horie R. The 
emergence of hyperploid cells CD30+ 
subpopulation of adult T-cell 
leukemia. 第78回日本血液学会学術
集会，2016年10月13日，パシフィコ横
浜，横浜市.（ポスター） 

57. 松尾美沙希，宮園パオラ，宇都宮與，
野坂生郷，佐藤賢文．HTLV-1プロウ
イルス内エンハンサーの分子メカニズ
ム解析．第78回日本血液学会学術集会，
2016年10月14日，パシフィコ横浜，横
浜市.（ポスター） 

58. Imaizumi Y, Iwanaga M, Nosaka K, 
Ito S, Ishitsuka K, Utsunomiya A, 
Tokura Y, Tomoyose T, Shimoda K, 
Tobinai K, Watanabe T, Uchimaru K, 
Tsukasaki K. Nationwide survey of 
ATL in Japan on the prognosis and 
therapeutic interventions. 第78回日
本血液学会学術集会，2016年10月15
日，パシフィコ横浜，横浜市.（口演） 

59. Choi I, Miyazaki Y, Moriuchi Y, 
Nagafuji K, Hidaka M, Nakamae H, 
Kato K, Eto T, Shigematsu A, 
Shimokawa M, Watanabe N, 
Fukushima T, Wake A, Takatsuka Y, 
Uchida N, Taniguchi S, Utsunomiya 
A, Suehiro Y, Fukuda T, Okamura J. 
A feasibility study of cord blood cell 
transplantation for adult T cell 
leukemia/lymphoma. 第78回日本血
液学会学術集会，2016年10月15日，パ
シフィコ横浜，横浜市.（口演） 

60. Kato K, Fukuda T, Kamimura T, 
Choi I, Taguchi J, Utsunomiya A, 
Fujisawa H, Moriuchi Y, Kiguchi T, 
Takahashi T, Inoue Y, Shima T, 
Yoshimoto G, Sugio T, Miyawaki K, 
Miyamoto T, Miyazaki Y, Harada M, 
Akashi K. Mogamulizumab use after 
allogeneic stem cell transplantation; 
Prospective observational study. 第
78回日本血液学会学術集会，2016年10
月15日，パシフィコ横浜，横浜市.（口
演） 

61. Nakano N, Kubota A, Tokunaga M, 
Miyazono T, Tokunaga M, Makino T, 
Takeuchi S, Takatsuka Y, 
Utsunomiya A. Treatment strategy 
with multi-colored flow cytometry 
when using mogamulizumab before 
and after HSCT. 第78回日本血液学
会学術集会，2016年10月15日，パシフ
ィコ横浜，横浜市.（口演） 



 

62. 今泉芳孝、岩永正子、野坂生郷、伊藤
薫樹、石塚賢治、宇都宮與、戸倉新樹、
友寄毅昭、下田和哉、飛内賢正、渡邉
俊樹、内丸薫、塚崎邦弘: Nationwide 
survey of ATL in Japan on the 
prognosis and therapeutic 
interventions. 第78 回日本血液学会
学術集、横浜、平成28年10月13日～15
日．（口演） 

63. 谷口広明、今泉芳孝、加藤丈晴、田
口正剛、糸永英弘、新野大介、森内
幸美、宮﨑泰司: Clinical analysis of 
adult T-cell leukemia-lymphoma 
with primary extranodal lesion. 第
78 回日本血液学会学術集、横浜、平
成 28 年10 月13 日～15 日． 

64. 越智陽太郎、片岡圭亮、永田安伸、北
中明、安永純一朗、岩永正子、白石友
一、眞田昌、吉里哲一、吉田健一、野
坂生郷、菱澤方勝、糸永英弘、今泉芳
孝、棟方理、幣光太郎、久冨木庸子、
日高智徳、亀田拓郎、中牧剛、石山謙、
宮脇修一、飛内賢正、宮﨑泰司、高折(近
藤) 晃史、柴田龍弘、宮野悟、松岡雅
雄、下田和哉、渡邉俊樹、小川誠司: 
Prognostic relevance of integrated 
molecular profiling in adult T-cell 
leukemia/lymphoma. 第78 回日本血
液学会学術集、横浜、平成28年10月13
日～15日． 

65. 片岡圭亮、白石友一、武田洋平、坂田
征士、松本美佐子、永野誠治、前田卓
也、永田安伸、北中明、吉田健一、眞
田昌、糸永英弘、今泉芳孝、棟方理、
幣光太郎、久冨木庸子、日高智徳、亀
田拓郎、柏瀬貢一、伊豆津宏二、高折(近
藤) 晃史、宮﨑泰司、高橋智、柴田龍
弘、河本宏、赤塚美樹、下田和哉、竹
内賢吾、瀬谷司、宮野悟、小川誠司: 
Aberrant PD-L1 expression via 
3’-UTR disruption in aggressive 
lymphomas. 第78 回日本血液学会学
術集、横浜、平成28年10月13日～15
日． 

66. Jo T、Ishida T、Fujiwara H、Nosaka 
K、Taira N、Abe Y、Imaizumi Y、
Moriuchi Y、Ishizawa K、Tobinai K、
Tsukasaki K、Ito S、 Yoshimitsu M、
Otsuka M、Ogura M、Midorikawa S、
Ruiz W、 Ohtsu T: ATLL-002: A 
phase 2 study of lenalidomide in 
relapsed/recurrent adult T-cell 
leukemia-lymphoma. 第78 回日本血
液学会学術集、横浜、平成28年10月13
日～15日． 

67. 鳥山愛生、今泉芳孝、谷口広明、中島
潤、糸永英弘、佐藤信也、澤山靖、田

口潤、波多智子、宮﨑泰司: EPOCH 
regimen as salvage therapy for adult 
T-cell leukemia-lymphoma. 第78 回
日本血液学会学術集、横浜、平成28年
10月13日～15日． 

68. 千綿雅彦、今泉芳孝、牧山純也、中島
潤、谷口広明、松尾真稔、糸永英弘、
佐藤信也、澤山靖、田口潤、波多智子、
宮﨑泰司: Long-term survivors with 
aggressive ATL at Nagasaki 
University Hospital. 第78 回日本血
液学会学術集、横浜、平成28年10月13
日～15日． 

69. 中島潤、今泉芳孝、谷口広明、牧山純
也、北之園英明、加藤丈晴、松尾真稔、
佐藤信也、澤山靖、田口潤、波多智子、
吉田真一郎、森内幸美、宮﨑泰司: 
Mogamulizumab for adult T-cell 
leukemia-lymphoma in clinical 
practice. 第78 回日本血液学会学術集、
横浜、平成28年10月13日～15日． 

70. 三好寛明、喜安純一、加藤丈晴、吉
田稚明、下埜城嗣、横山新太郎、谷
口広明、加藤光次、今泉芳孝、瀬戸
加大、大島孝一： Adult T-cell 
leukemia /lymphoma(ATLL)におけ
るPD-L1発現に関する臨床病理学的
検討. 第 3 回日本 HTLV-1 学会学術
集会、鹿児島、平成 27 年 8 月 26 日
～28 日．（口演） 

71. 中島潤、今泉芳孝、北之園英明、加
藤丈晴、谷口広明、牧山純也、佐々
木大介、鶴田一人、長谷川寛雄、吉
田真一郎、森内幸美、柳原克紀、宮
﨑泰司: Mogamulizumab 投与後の
再発・再燃ATL 症例におけるCCR4
発現の検討．第 3 回日本HTLV-1 学
会学術集会、鹿児島、平成 27 年 8 月
26 日～28 日．（ポスター） 

72. 坂本光、今泉芳孝、松尾江美、糸永
英弘、佐藤信也、澤山靖、田口潤、
波多智子、早田央、宮﨑泰司：ニュ
ーモシスチス肺炎で発症した慢性 B
型肝炎合併くすぶり型ATL．第 3 回
日本HTLV-1 学会学術集会、鹿児島、
平成 27 年 8 月26 日～28 日．（ポス
ター） 

73. Ogura M, Uchida T, Ando K, 
Ohmachi K, Tobinai K, Maruyama 
D, Nakanishi T, Namiki M: Phase I 
study of E7777 in patients with 
relapsed/refractory peripheral or 
cutaneous T-cell lymphoma. Oral 
Presentation, Jpn Soc Hematol, 
Yokohama, 2016. 

74. Ochi Y, Kataoka K, Nagata Y, 
Kitanaka A, Yasunaga J, Iwanaga 



 

M, Shiraishi Y, Sanaga M, 
Yoshizato T, Yoshida K, Nosaka K, 
Hishizawa M, Itonaga H, Imaizumi 
Y, Munakata W, Shide K, Kubuki Y, 
Hidaka T, Kameda T, Nakamaki T, 
Ishiyama K, Miyawaki S, Tobinak 
K, Miyazaki Y, Takaori-Kondo A, 
Shibata T, Miyano S, Matsuoka M, 
Shimoda K, Watanabe T, Ogawa S: 
Prognostic relevance of integrated 
molecular profiling in adult T-cell 
leukemia/lymphoma. Oral session 
14: OS-1-66, 2016 年10 月 13 日(木) 
9:00-10:00, パシフィコ横浜, 78th 
JSH (日本血液学会), Abstract: Jpn 
J Clin Hematol (臨床血液 ), 57 
(9):284. 

75. Yamagishi M, Fujikawa D, Ohsugi 
T, Honma D, Adachi N, Hori M, 
Nakagawa S, Nakano K, 
Kobayashi S, Tanaka Y, Iwanaga M, 
Utsunomiya A, Tsukasaki K, Araki 
K, Uchimaru K, Watanabe T: 
Epigenetic landscape in adult T-cell 
leukemia-lymphoma (ATL); proof of 
concept for targeting EZH1/2. Oral 
session 14: OS-1-68, 2016 年 10 月
13 日 (木) 9:00-10:00, パシフィコ横
浜 , 78th JSH (日本血液学会 ), 
Abstract: Jpn J Clin Hematol (臨床
血液), 57 (9):285. 

76. Imaizumi Y, Iwanaga M, Nosaka K, 
Ito S, Ishitsuka K, Utsunomiya A, 
Tokura Y, Tomoyose T, Shimoda K, 
Tobinai K, Watanabe T, Uchimaru 
K, Tsukasaki K: Nationwide survey 
of ATL in Japan on the prognosis 
and therapeutic interventions. Oral 
session 100: OS-3-151, 2016年10月
15 日(土)13:20-14:20, パシフィコ横
浜, 78th JSH JSH (日本血液学会), 
Abstract: Jpn J Clin Hematol (臨床
血液), 57 (9):436. 

77. 越智陽太郎，片岡圭亮，永田安伸，
北中明，安永純一朗，岩永正子，白
石、千葉, 佐藤, 真田, 田中, 鈴木, 佐
藤, 塩沢, 吉里, 吉田, 野坂生郷，菱
澤, 今泉芳孝，日高, 中牧, 宮脇, 飛
内,宮崎泰司，高折晃史，柴田, 宮野, 
下田和哉，松岡雅雄，渡邊俊樹，小
川誠司：成人 T 細胞白血病・リンパ
腫における全遺伝子プロファイルと
予後の相関 (Prognostic Relevance 
of Integrated Molecular Profiling in 
Adult T-cell Leukemia/lymphoma). 
Japanese Oral session J14-2: 
Urological tumor and genome 

analysis, 第 75 回日本癌学会学術総
会：Program p.66：演題番号 J-1029, 
2016 年 10 月 6 日 (木) 9:00-10:15, 
パシフィコ横浜 

78. Yamagichi M, Fujikawa D, Ohsugi 
T, Hori M, Nakano K, Kobayashi S, 
Iwanaga M, Utsunomiya A, 
Uchimaru K, Watanabe T: 
Epigenetic-basis synthetic lethality 
for the therapy of adult T-cell 
leukemia-lymphoma (ATL). 
English Oral Session E9-1: 
Epigenetic treatment, 第 75 回日本
癌学会学術総会: Program p87,：演題
番号 E-1116, 2016 年 10 月 6 日
(木)14:05-15:20, パシフィコ横浜 

79. 越智陽太郎，片岡圭亮，永田安伸，
北中明，安永純一朗，岩永正子，野
坂生郷，糸永英弘，今泉芳孝，幣光
太郎，宮崎泰司，高折晃史，下田和
哉，松岡雅雄，渡邊俊樹，小川誠司：
ATL における網羅的遺伝子プロファ
イルが予後に与える影響の解析：第3
回日本 HTLV-1 学会学術集会：プロ
グラム・抄録集p.57：演題番号O-23, 
2016 年8 月 27 日, 鹿児島県市町村
自治会館 

80. 桐原志保美，板垣亮里，岩永正子，
新野大介：長崎大学病院における悪
性 リ ン パ 腫 の 病 理 学 的 検 討
2006-2015:ATL の割合トレンド：第
3 回日本 HTLV-1 学会学術集会：プ
ログラム・抄録集p.83：演題番号P-23, 
2016 年8 月 27 日~ 28 日, 鹿児島県
市町村自治会館 

81. 板垣亮里, 桐原志保美，岸川孝之，岩
永正子, 新野大介：上五島病院におけ
る悪性リンパ腫の病理学的検討
2006-2015:ATL の割合のトレンド：
第 3 回日本 HTLV-1 学会学術集会：
プログラム・抄録集 p.83：演題番号
P-24, 2016 年 8 月27 日~ 28 日, 鹿
児島県市町村自治会館 

82. 片岡圭亮、永田安伸、北中明、白石
友一、島村徹平、安永純一朗、十時
泰、渡邉俊樹、柴田龍弘、松岡雅雄、
宮野悟、下田和哉、小川誠司、「網
羅的遺伝子解析による成人 T 細胞白
血病リンパ腫の病態解明」、第75 回
日本癌学会学術集会、パシフィコ横
浜、横浜、2016 年 10 月 8 日(201６
年 10 月 6 日〜8 日) （日本癌学会奨
励賞受賞講演） 

83. 渡邉俊樹、山岸 誠、中野和民、内丸
薫、「ATL 細胞におけるシグナル伝達
系の異常な活性化の機構と意義」、第
75 回日本癌学会学術集会、パシフィ



 

コ横浜、横浜、2016 年 10 月６日(201
６年 10 月 6 日〜8 日) （シンポジウ
ム招待講演） 

84. 越智陽太郎、片岡圭亮、永田安伸、
北中明、安永純一朗、岩永正子、白
石友一、千葉健一、佐藤亜以子、眞
田昌、田中洋子、鈴木啓道、佐藤悠
佑、塩澤裕介、吉里晢一、吉田健一、
野坂生郷、菱澤方勝、今泉芳孝、日
高智徳、中牧剛、宮脇修一、飛内賢
正、宮崎泰司、高折（近藤）晃史、
柴田龍弘、宮野悟、下田和哉、松岡
雅雄、渡邉俊樹、小川誠司、「成人T
細胞性白血病/リンパ腫における全遺
伝子プロファイリングと予後の相
関」、第 75 回日本癌学会学術集会、
パシフィコ横浜、横浜、2016 年 10
月６日(201６年10月6日〜8日) （口
演） 

85. 山岸誠、藤川大、大杉剛生、堀真琴、
中野和民、小林誠一郎、岩永正子、
宇都宮與、内丸薫、渡邉俊樹、「エピ
ジェネティクスを基盤とした成人 T
細胞白血病の新たな治療戦略」、第 75
回日本癌学会学術集会、パシフィコ
横浜、横浜、2016 年 10 月６日(201
６年 10 月 6 日〜8 日) （口演） 

86. 綿谷陽作、佐藤康晴、西田賢司、三
好寛明、永田安伸、北中明、幣光太
郎、白石友一、千葉健一、田中洋子、
吉里晢一、吉田健一、眞田昌、宮崎
泰司、高折（近藤）晃史、柴田龍弘、
宮野悟、松岡雅雄、渡邉俊樹、下田
和哉、大島孝一、吉野正、小川誠司、
片岡圭亮、「Comparative mutational 
profiling of ATL and other PTCLs」、
第 78 回日本血液学会学術集会、パシ
フィコ横浜、横浜、2016 年 10 月13
日(2016 年 10 月 13 日〜15 日) （口
演） 

87. 山岸誠、藤川大、大杉剛生、本間大
輔、安達宣明、堀真琴、中川翔太、
中野和民、小林誠一郎、田中勇悦、
岩永正子、宇都宮與、塚崎邦弘、荒
木一司、内丸薫、渡邉俊樹、
「Epigenetic landscape in adult T 
cell leukemia-lymphoma (ATL); 
proof of concept for targeting 
EZH1/2」、第78 回日本血液学会学術
集会、パシフィコ横浜、横浜、2016
年 10 月 13 日(2016 年 10 月 13 日〜
15 日) （口演） 

88. 中島 誠、矢持 忠徳、渡邊真理子、
宇都宮與、東原正明、内丸薫、渡邉
俊樹、堀江良一、「The emergence of 
hyperploid cells in CD30+ 
subpopulation of adult T-cell 

leukemia」、第78 回日本血液学会学
術集会、パシフィコ横浜、横浜、2016
年 10 月 13 日(2016 年 10 月 13 日〜
15 日) （ポスター） 

89. 中野和民、千原庸平、小林誠一郎、
内丸薫、渡邉俊樹、「Quantitative and 
qualitative disorders of the Wnt5a 
pathway in ATL cells」、第 78 回日本
血液学会学術集会、パシフィコ横浜、
横浜、2016 年10 月13 日(2016 年 10
月 13 日〜15 日) （ポスター） 

90. 戸倉新樹：皮膚リンパ腫の診断と治
療 ． Sapporo T cell Lymphoma 
Conference. 2016.5.20.札幌市 （口演） 

91. Shimauchi T, Caucheteux S, 
Turpin J, Finsterbusch K, RM 
Bangham RM C, Tokura Y, Piguet 
V: Cell-to-cell contact with human 
T-lymphotropic virus 
type-1-infected T cells reduces 
dendritic cell immune functions 
and contributes to infection in 
trans. The 12th Meeting of the 
German-Japanese Society of 
Dermatology. 2016.10.13. 
Karuizawa, Japan （口演 + ポ
スター） 

92. 島内隆寿，戸倉新樹：バイオフィル
ム様細胞外ウイルス集合体による樹
状細胞への HTLV-1 伝播とその機能
抑制．第 3 回日本HTLV-1 学会学術集
会．2016.8.27. 鹿児島市鈴木裕乃，青
島正浩，龍野一樹，戸倉新樹：ボリ
ノスタットが奏功した抗ＨＴＬＶ-抗
体陽性の皮膚Ｔ細胞リンパ腫．第 80
回日本皮膚科学会東部支部学術大会．
2016.10.29．浜松市 (口演） 

93. Shimauchi T, Caucheteux S, 
Turpin J, Finsterbusch K, 
Bangham RM C, Tokura Y: 
Cell-to-cell contact with 
HTLV-1-infected T cells reduces 
dendritic cell immune functions 
and contributes to infection in 
trans. The 41th Annual Meeting of 
the Japanese Society for 
investigative Dermatology. 
2016.12.10. Sendai, Japan（口演 + 
ポスター） 

94. 関根雅明、武内正紀、外山孝典、前
田宏一、佐藤誠一、山下清、石崎淳
三、上運天綾子、田平優貴、秋月渓
一、亀田拓郎、幣光太郎、日髙智徳、
久冨木庸子、北中明、下田和哉：ATL
に対するモガムリズマブの効果．第3
回日本 HTLV-1 学会学術集会，鹿児
島市，平成 27 年 8 月 26 日～27 日．



 

（口演） 
95. 亀田拓郎、幣光太郎、関根雅明、山

路卓巳、田平優貴、秋月渓一、上運
天綾子、下田晴子、日髙智徳、久冨
木庸子、北中明、下田和哉：ＴＥＴ2
欠損は HBZ トランスジェニックマ
ウスの病態を増悪させる．第 3 回日
本HTLV-1学会学術集会，鹿児島市，
平成 27 年 8 月26 日～27 日．（口演） 

96. Kameda T, Shide K, Sekine M, 
Tahira Y, Akizuki K, Kamiunten A, 
Shimoda H, Hidaka T, Kubuki Y, 
Kitanaka A, Shimoda 
K:HBZ-transgenic mice develop 
inflammation and lymphoma. 第
78 回日本血液学会学術集会，平成27
年 10 月13 日～15 日．（ポスター） 

97. 日高智徳、田平優貴、秋月渓一、上
運天綾子、関根雅明、亀田拓郎、幣
光太郎、下田晴子、久冨木庸子、北
中明、下田和哉：成人 T 細胞性白血
病リンパ腫に対する同種移植では高
頻度にウイルス感染を合併する．第
78 回日本血液学会学術集会，平成27
年 10 月13 日～15 日．（ポスター） 

 


